
上牧町第5次総合計画（後期基本計画）評価シート

1.　PLAN（計画）

2.　DO（実施結果）/CHECK（評価）/ACTION（今後の取組方針）

戦
略

取組② 乳幼児健診受診の促進 総合戦略 基本目標.2

【取組の概要（背景・目的等）】
　乳幼児期における身体発育及び精神発達の健全な育成のため、健康診査
を実施し、異常の早期発見・予防をします。

【実施内容・成果（R05）】
　乳幼児健康診査については、医師会や歯科医師会などへ事前に相談し、
新型コロナウイルス感染拡大予防対策の計画を立てたうえで実施しまし
た。新型コロナウイルス感染拡大予防対策として、少人数での案内時間の
設定により検診当日の滞在時間の短縮を図りました。健診の実施回数につ
いても感染状況を考慮しながら予定通りの回数（3・10か月児健診：12
回、1歳8か月児健診：6回、2歳児歯科検診：4回、3歳児健診：6回）を、
安全に滞りなく実施できました。諸事情により未受診となったかたについ
ては、訪問などにより現認しています。
　2歳児歯科検診においては、歯科医師会や歯科衛生士と協議し、感染状
況を踏まえたうえでフッ素塗布を実施することができました。歯垢染色は
飛沫による感染リスクが高いと考え中止しました。ブラッシング指導は感
染拡大予防対策を徹底しながら実施しました。

【事業費（決算額：R05）】
・乳児健診事業：479千円
・幼児健診事業：830千円
・母子歯科保健事業：113千円

A

【今後の取組方針】
　医師会や歯科医師会と連携を図りながら円滑に乳
幼児健康診査を実施していきます。
　2歳児歯科検診については、ブラッシング指導を
実施します。
　歯垢染色の実施については、再開に向けて歯科医
師会と協議をしていきます。

取組① 医療機関との連携強化 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　医師・歯科医師会と連携し円滑にワクチン接種事業を推進します。ま
た、地域と保健福祉医療の連携を強化します。

【実施内容・成果（R05）】
　定例の医師会会議（年1回）を3月に実施し、上牧町の保健事業に係る実
績報告や次年度に向けての取組について医師会と情報共有できました。
　また、定例の医師会会議とは別に、新型コロナウイルスワクチン接種実
施のための打ち合わせをし、円滑なワクチン接種実施のため、連携を図り
ました。接種日当日も滞りなく実施することができました。また、新型コ
ロナワクチン接種による予防接種健康被害救済の申請があり、町医師会な
ど関係機関と連携して予防接種健康被害調査委員会を開催しました。
　定例の歯科保健会議（年1回）については、新型コロナウイルス感染拡
大に伴い、令和3年度、令和4年度は書面報告をしていましたが、令和5年
度は対面式の会議を開催することができ、各医療機関や関係機関と情報共
有ができたと考えます。

【事業費（決算額：R05）】
・ワクチン接種事業（町医報酬）：732千円

A

【今後の取組方針】
　医師会など関係機関と連携を図りながら、乳幼児
健診、各種検診などの実施及び医師会・歯科医師会
との会議を実施します。
　上牧町第2次健康増進計画・食育推進計画につい
ては、令和6年度の評価を実施し、さらなる住民の
健康維持増進及び健康寿命の延伸に向けて取り組み
ます。

【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

対前年増減→

100

対前年増減→ -1.8 +5.9 +1.5

95.3
幼児健診受診率【％】 ○

89.7 87.9 93.8

100

対前年増減→ -2.6 +5.1 +2.0

100.0
乳児健診受診率【％】 ○

95.5 92.9 98.0

成果指標（KPI）の状況
基準値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値
R05

実績値
R06

実績値
R07

実績値
R08

目標値
R08

住民福祉

令和5年度事業

分野 2-1 保健 担当課

施策の
展開方向

① 医療機関との連携強化 健康推進課

●保健・福祉・医療の連携体制を強化します。
●子どもたちが健やかに育つよう、乳幼児健診の受診を促進します。
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上牧町第5次総合計画（後期基本計画）評価シート

1.　PLAN（計画）

2.　DO（実施結果）/CHECK（評価）/ACTION（今後の取組方針）

戦
略

分野 2-1 保健 担当課

施策の
展開方向

② 「健康上牧21計画」の推進 健康推進課

●町民のアイディアを取り入れ、参加型の健康づくり計画「健康上牧21計画」の遂行を通し、元気の増進、疾病予防、医療
費の安定化、さらには総合的なまちづくりへと推進していきます。

実績値
R06

実績値
R07

実績値
R08

目標値
R08

住民福祉

令和5年度事業

成果指標（KPI）の状況
基準値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値
R05

「健康上牧21計画」の事業の参
加者数（年間）【人】

-
88 14 45 700

対前年増減→ -74 +31 +59

104

対前年増減→

【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

対前年増減→

取組① 「健康上牧21計画」の推進 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　住民と協働し、子どもから高齢者までの幅広い世代の健康増進に取り組
み、健康寿命を伸ばします。

【実施内容・成果（R05）】
　健康上牧21計画については、新型コロナウイルス感染症の影響により、
活動を縮小して実施しました。高齢グループは実行委員会を3回実施し体
力測定などは中止、成人グループは実行委員会を5回、ささゆりウォーク
を1回、講演会を1回実施し、子どもグループは実行委員会を7回、子ども
サロンを2回実施しました。高齢・おとな・子どもの3つのグループがあり
ましたが令和6年度から子ども・大人の2つのグループに再編成することに
なり、そのための話し合いを2回行いました。
　第2次健康増進計画・食育推進計画は、令和3年度に中間評価を実施し、
後期計画を推進しています。令和5年度については「上牧町民健康づくり
推進協議会」は開催しませんでした。アンケート調査の結果を踏まえ、食
育推進のために減塩・野菜摂取・バランス食について広報や給食だよりに
掲載、各種教室、スーパーで普及活動を実施し、食育推進計画の目標設定
の参考にしました。

【事業費（決算額：R05）】
・健康上牧21推進事業：116千円

A

【今後の取組方針】
　グループの再編により各グループともに住民参加
型の事業内容を再検討しながら実施していく必要が
あります。
　健康上牧21の大目標である「夢とコミュニケー
ションいっぱいの上牧町」を目指して、健康上牧21
計画及び第2次健康増進計画・食育推進計画改訂版
の推進を図ります。
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上牧町第5次総合計画（後期基本計画）評価シート

1.　PLAN（計画）

2.　DO（実施結果）/CHECK（評価）/ACTION（今後の取組方針）

戦
略

取組① 人材の発掘・確保・育成 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　住民と協働し、子どもから高齢者までの幅広い世代の健康増進に取り組
み、健康寿命を伸ばします。

【実施内容・成果（R05）】
  新型コロナウイルス感染症による影響で事業が縮小され、健康上牧21計
画のうち高齢グループは実行委員会会議を3回、成人グループは実行委員
によるウォーキングコースの下見が3回、ささゆりウォーク1回、講演会1
回、その他会議などを2回、子どもグループは子どもサロンが2回、実行委
員会7回の開催となりました。
　がん予防推進員については、新型コロナウイルス感染症による影響で活
動が見合わされましたが、令和6年度の活動再開に向け内容を検討中で
す。
　食生活推進員の活動については、定例会12回（185人）、親子料理教室1
回（13人）、男性料理教室2回（24人）、骨太クッキング1回(14人)、シ
ニアカフェ1回（24人）、みそ作り1回（6人）、歩こう会6回（29人）、
ペガサスフェスタ1回(218人)、食生活推進員役員会5回（27人)を実施し
ました。活動回数合計は30回（延べ540人）でした。
　また、食生活推進員の養成講座（6回コース）を実施し、1名のかたが受
講修了し、令和6年度から会員として活動に参加されます。

【事業費（決算額：R05）】
・食生活改善啓発事業:189千円

A

【今後の取組方針】
　新型コロナウイルスの感染拡大により活動が自粛
されていましたが、今後はさらに健康に対する意識
を高めるために町民が主体となり、健康寿命の延伸
を図るために仲間同士で予防に取り組むことができ
るまちを目指す活動を増やしていきます。
　今後もボランティア活動を促進し、人材育成を
図っていきます。

【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

対前年増減→

対前年増減→

260

対前年増減→ -112 +52 +74

156「健康上牧21計画」の実行委員
の活動人数（年間）【人】

-
142 30 82

成果指標（KPI）の状況
基準値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値
R05

実績値
R06

実績値
R07

実績値
R08

目標値
R08

住民福祉

令和5年度事業

分野 2-1 保健 担当課

施策の
展開方向

③ マンパワーの確保と人材発掘・育成 健康推進課

●保健師、管理栄養士等、専門的人材の育成と確保を図ります。
●「健康上牧21計画」の推進にあたって地域での人材育成を図ります。
●高齢者や障がい者の地域での生活を支援するため、地域での生活相談、疾病相談などに対応できるように専門職等の配置
や関係機関との連携を図ります。
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上牧町第5次総合計画（後期基本計画）評価シート

1.　PLAN（計画）

2.　DO（実施結果）/CHECK（評価）/ACTION（今後の取組方針）

戦
略

住民福祉

令和5年度事業

分野 2-1 保健 担当課

施策の
展開方向

④ 保健事業の充実 健康推進課

●健康教育、相談、検診機会の充実に努めるとともに、がん予防推進員の養成とフォローアップの研修を実施し、町が活動
に対しての支援をしながら受診率の向上を目指します。
●健康教室の「ヘルシー教室」を通じて病気に対する知識の普及啓発を図り、自らできる予防策を実践できるように支援し
ます。
●日常生活におけるきめ細かな健康づくりの情報を広報紙等で啓発していきます。
●幼稚園・保育所を対象に食育の推進を図ります。
●乳幼児から高齢者まで疾病予防や食に関する情報の啓発、相談できる窓口の充実を図ります。
●域内すべての子ども一人ひとりの教育的ニーズに応えるため、就学前段階において特別な支援を必要とする子どもへの支
援を行います。
●1歳8か月児健診、3歳児健診、乳幼児相談などで、精神面におけるフォローの必要な子どもを対象として、臨床心理士の
指導により、幼児の健全な発達を促すとともに、保護者の不安を軽減するためのフォローを実施します。

成果指標（KPI）の状況
基準値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値
R05

実績値
R06

実績値
R07

実績値
R08

目標値
R08

胃がん検診受診率【％】 -
4.1 2.7 2.4 2.2 5.0

対前年増減→ -1.4 -0.3 -0.2

大腸がん検診受診率【％】 -
4.6 4.9 5.2 4.9 6.7

対前年増減→ +0.3 +0.3 -0.4

14.5

対前年増減→ +0.6 +0.2 -1.7

12.7 13.3 13.5 11.8

肺がん検診受診率【％】 -
3.4 4.0 4.0 3.5

乳がん検診受診率【％】 -

4.7 4.6 4.8 4.6

5.3

対前年増減→ +0.6 ±0 -0.5

取組① 受診率向上に向けた情報発信・がん予防推進員の養成 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　がん検診の受診を促進し、がんの早期発見に繋げ、がんによる死亡者の
減少を図ります。

【実施内容・成果（R05）】
　住民保険課と合同で、けんしんGOポイント事業を実施し、受診率の向上
を図りました。
　令和5年度の集団健（検）診は年8日（骨密度検診単独実施日も含む）実
施し、特定健診とがん検診の同時実施日、レディースデイを設定し密を避
けて受診できるように努めました。対象者を西暦偶数年・奇数年生まれに
かかわらず、2年に1回受けることができるようにしました。

【事業費（決算額：R05）】
・けんしんGO！ポイント事業：230千円

A

【今後の取組方針】
　けんしんGOポイント事業による受診率の向上を図
ります。
　乳がん・子宮がん・胃内視鏡個別検診の対象病院
数を増やし、また利便性の向上を図るために、がん
予防推進員の活動を検討し、健康づくりへの意識を
高めます。

【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

ほほ笑み教室利用者満足度【5段
階評価】

○
4以上

対前年増減→ -0.1 +0.2 -0.2

子宮がん検診受診率【％】 -
9.2 9.9 8.9 8.0 10.8

対前年増減→ +0.7 -1.0 -0.9
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【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

取組③ ヘルシー教室の充実 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　生活習慣病及びその合併症を予防することを目的に、運動実践や食事に
関する学習をし、健康に良い生活習慣の維持、必要な生活習慣の改善につ
なげます。

【実施内容・成果（R05）】
　令和5年度は、コロナワクチン接種に加え、スタッフの不足により教室
の開催はできませんでしたが、訪問や地域の健康教室などで対応しまし
た。

【事業費（決算額：R05）】
　予算計上なし

B

【課題】
　今後、教室を開催していく上で、スタッフの増員
及び育成が課題と考えます。

【今後の取組方針】
　スタッフの育成を図り、地域に密着した通いの場
に出向き、健康相談及び健康講座を実施します。

取組② 受診対象者への個人通知等のアプローチの推進 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　がん検診において、一定の年齢の者に個別の受診勧奨を実施するととも
に、そのうち未受診者に再勧奨を実施することにより、検診受診の動機付
けによるがん検診の受診を促進し、がんの早期発見につなげ、がんによる
死亡者の減少を図ります。

【実施内容・成果（R05）】
　子宮頸がん・乳がん検診前には、はがきによる個別受診勧奨・リコール
（再勧奨）を行いました。また、大腸がん検診に対しては5歳刻みの個別
受診勧奨を実施し、リコール（再勧奨）も実施しましたが、各がん検診の
受診率は、やや低下となりました。検診実施日、直前の体調不良による
キャンセルなども多くあったため、感染症拡大の影響もあったと考えられ
ます。骨密度検診についても、LINEやHPを活用し、その他集団検診の申込
みの周知・勧奨と同時に行い、240人の定員で214人のかたが受診しまし
た。

【事業費（決算額：R05）】
・がん検診事業：9,553千円

A

【今後の取組方針】
　子宮がん・乳がん検診前に、はがきによる個別受
診勧奨を行います。令和5年度に41歳になる方に乳
がん検診の無料クーポン券を、21歳に達するかたに
子宮頸がん検診の無料クーポン券を発行します。
　大腸がん検診に関しては、40～60歳の5歳刻みの
かたに個別受診勧奨と再勧奨事業を行います。
　また、令和6年度はがん予防推進員と共にペガサ
スフェスタでの啓発活動も予定しており、検診受診
率の上昇に向けて取り組んでいきます。

取組⑤ 成人期から高齢期までの健康づくりの支援の充実 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　健康寿命の延伸の一助として、健康に関する意識や関心を高めてもらう
ために、健康的な生活習慣の定着を支援します。

【実施内容・成果（R05）】
　令和5年度は、大腸がん・乳がん・肺がん検診の受診率が、令和4年度よ
りもやや低下となりました。
　毎月、広報の元気講座にて各種健康づくりについて情報を掲載しまし
た。

【事業費（決算額：R05）】
・がん検診事業：9,553千円

A

【今後の取組方針】
　健康寿命の延伸の一助として、健康に関する意識
や関心を高めてもらうために、がん検診受診勧奨を
実施しました。健康相談を通して個別支援を実施し
ました。
　広報などおいて、健康づくりについて知識の啓発
を行います。

取組④ 乳幼児健診後の支援の充実 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　乳幼児期において、身体発育及び精神発達面の異常の早期発見・予防を
行います。

【実施内容・成果（R05）】
　健診後、精神的・身体的にフォローが必要な対象児に対し、地区担当保
健師から電話・面会での支援を実施しました。
　電話・面会後、町内の保育園など就園先への現認において、継続支援が
必要と判断した児に対しては他職種と連携を図り成長・発達の支援をして
います。

【事業費（決算額：R05）】
　予算計上なし

A

【今後の取組方針】
　今後も乳幼児健診の結果から、対象児への電話・
面会・保育園での現認などで保健師及び他職種と連
携を図りながら継続支援を実施していきます。
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【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

取組⑦ つくしっこ教室の開催 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　幼児健康診査の結果、発達について継続的な指導や経過観察が必要とさ
れた幼児の発達を把握し、教室の中で幼児の成長、発達を援助します。

【実施内容・成果（R05）】
　つくしっこ教室は、1歳8か月児健診、3歳児健診及び発達相談の結果、
主に精神的、情緒的な支援が必要な母子に対し、少人数できめ細かい幼児
の発達を促すプログラムを合計13回実施しました。保護者からは「子ども
の成長を共有できてよかった」「保護者同士の交流の場になってよかっ
た」との声がありました。参加人数は前期7名、後期6名でした。

【事業費（決算額：R05）】
・つくしっこ教室事業：273千円

A

【今後の取組方針】
　個々の特性を踏まえた教室内容を多職種と連携し
ながら発達の支援を行っていきます。
また、保護者の悩みや不安を共有し教室に反映でき
るよう取り組みます。

取組⑥ ほほ笑み教室の開催 総合戦略 基本目標.1

【取組の概要（背景・目的等）】
　保育園や幼稚園で集団活動が苦手な幼児に対して、個々の成長に合わ
せ、心身の発達や社会性を促す療育プログラムを実施し、保護者の子育て
支援を行います。

【実施内容・成果（R05）】
　ほほ笑み教室参加者の保護者を対象に、療育支援教室の評価とアンケー
トを実施しました。利用者満足度を7項目に調整し5段階評価にて行い、利
用されている幼児と保護者の充実感がうかがえました。参加人数は8名で
した。

【事業費（決算額：R05）】
・ほほ笑み教室事業：1,596千円

A

【今後の取組方針】
　今後も個々の成長に合わせ、心身の発達や社会性
を促す療育プログラムを実施し、保護者の子育て支
援も行います。支援が必要な幼児が少しでも早期に
通級などの支援に至るよう、引き続き親子へのきめ
細かな相談を行います。参加者が例年に比べて少な
かったため、教室について周知方法を検討します。
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上牧町第5次総合計画（後期基本計画）評価シート

1.　PLAN（計画）

2.　DO（実施結果）/CHECK（評価）/ACTION（今後の取組方針）

戦
略

分野 2-1 保健 担当課

施策の
展開方向

⑤ 保健予防活動の充実 住民保険課

●生活習慣病等の発症と重症化を予防するため、データヘルス計画に基づき、特定健診・特定保健指導等の保健予防活動の
充実を図ります。
●対象者の特性にあわせた受診勧奨を行うことで、特定健診の受診率向上に努めます。

実績値
R06

実績値
R07

実績値
R08

目標値
R08

住民福祉

令和5年度事業

成果指標（KPI）の状況
基準値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値
R05

特定健康診査受診率【％】 -
36.6 37.8 38.9 42.0

対前年増減→ +1.2 +1.1 +0.4

39.3

対前年増減→

【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

対前年増減→

取組① 特定健診の受診勧奨 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　「高齢者の医療の確保に関する法律」に基づき、40歳から74歳の加入者
を対象に特定健診を実施し、糖尿病などの生活習慣病の発症や重症化を予
防することを目的としています。

【実施内容・成果（R05）】
　特定健診未受診者のうち、特定健診を毎年度受診している加入者を外
し、新規で受診する加入者を含めて、電話勧奨及び訪問勧奨を実施しまし
た。
　また、住民とのトラブルを避けるために、事前に通知文を送付し、健康
教育にも対応出来るように管理栄養士などの専門職が受診勧奨を実施しま
した。
　特定健診未受診対象者350人に対して198人に受診勧奨を実施し、電話及
び訪問勧奨時に健診の必要性、健康教育を実施し、健康意識の改善が図れ
ました。

【事業費（決算額：R05）】
・国保ヘルスアップ事業：5,943千円

A

【今後の取組方針】
　令和6年度も引き続き受診勧奨の通知文を作成
し、年2回に分けて送付し、併せて電話勧奨及び訪
問勧奨も実施していきます。
　また、訪問による健康教育は、直接対象者に実施
できるため、今後も継続して実施していきます。

取組② 特定保健指導の利用促進 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　「高齢者の医療の確保に関する法律」に基づき、40歳から74歳の加入者
を対象に特定保健指導を実施し、糖尿病などの生活習慣病の発症や重症化
を予防することを目的としています。

【実施内容・成果（R05）】
　令和4年度に特定保健指導の初回面談を利用していない加入者、令和5年
度に特定保健指導を利用していない加入者に対して実施しました。
　また、利用勧奨対象者には、事前に訪問する旨の通知文を送付し、地域
の巡回訪問を勧奨不要者以外の加入者に実施しました。
　特定保健指導未利用対象者77人に対して43人に初回面談の勧奨を実施し
ました。また、地域を何度も巡回し休日も訪問したことで成果があらわれ
ました。

【事業費（決算額：R05）】
・国保ヘルスアップ事業：5,943千円

A

【今後の取組方針】
　令和6年度も引き続き、上牧町の生活習慣病の重
症化を示したリーフレットを配布し、保健指導を活
用して生活習慣の改善を図ることの重要性を広く周
知することで、健康意識の向上につなげていきま
す。
　また、勧奨の開始時期を早め、留守宅への訪問回
数も増やし更なる保健指導実施率の向上を図りま
す。
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上牧町第5次総合計画（後期基本計画）評価シート

1.　PLAN（計画）

2.　DO（実施結果）/CHECK（評価）/ACTION（今後の取組方針）

戦
略

取組② 福祉医療費助成制度の充実 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　福祉医療制度は、受給者の健康の保持及び福祉の推進を図ることを目的
としています。

【実施内容・成果（R05）】
　福祉医療費（心身障害者医療費・乳幼児等医療費・ひとり親家庭等医療
費・重度心身障害老人等医療費）受給者に対し医療費の一部を助成しまし
た。
　令和5年4月1日から乳幼児等医療費助成対象者の年齢を18歳に達する日
以後の最初の3月31日までの間にある者に拡充しました。
　また、令和5年8月1日施行の心身障害者医療費助成・ひとり親家庭等医
療費助成の所得制限を撤廃する条例の一部改正を行いました。

【事業費（決算額：R05）】
・福祉医療費助成事業：103,166千円

A

【今後の取組方針】
　これまで現物給付方式の対象者は、未就学児のみ
でしたが、子育て支援・少子化施策として令和6年8
月診療分からその対象者を18歳に達する日以後の最
初の3月31日まで拡大するためのシステム改修など
を進めていきます。

取組① 国民健康保険制度の運営・保健事業の実施 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　上牧町国民健康保険条例（昭和35年10月条例第7号）に基づき、国民健
康保険事業の健全な運営を確保し、保健事業の向上に寄与することを目的
としています。

【実施内容・成果（R05）】
　国保制度において、令和6年1月1日施行の被保険者の出産に係る産前産
後期間相当分（4か月間）の所得割保険税及び均等割保険税を軽減する上
牧町国民健康保険税条例の一部改正を行いました。
　医療費の適正化として、国保連合会との共同事業において「糖尿病性腎
症重症化予防」「重複投薬・多剤投薬・併用禁忌投薬対策事業」「レッド
カード事業」「歯科受診勧奨推進事業」を実施し、令和5年度からは、メ
タボリックシンドロームの該当者が自ら生活習慣の改善に取り組むための
動機づけをすることなどを目的とする「健康づくりインセンティブ事業」
を実施しました。
　上牧町独自の事業としては、平成29年から生き活き対策課と共同で「け
んしんGO！ポイント事業」を引き続き実施しました。
　また、人間ドックなどに関しても引き続き受診に要した費用の助成を行
い、被保険者の疾病の早期発見及び成人病の予防など健康の保持増進を図
りました。

【事業費（決算額：R05）】
・特定健康診査事業：14,298千円
・人間ドック等助成事業：15,755千円
・けんしんGO！ポイント事業：315千円

A

【今後の取組方針】
　令和6年12月2日からマイナンバーカードと健康保
険証の一体化となる法改正に伴うシステム改修など
の準備を進めていきます。
  また、令和6年度も引き続き、特例措置として人
間ドックなどの助成金の上限を40,000円及び特定健
康診査の自己負担金（500円）の免除を実施しま
す。

【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

対前年増減→

対前年増減→

15.0

対前年増減→ -0.4 +1.7 ±0

13.3人間ドック・脳ドック受診率
【％】

-
12.0 11.6 13.3

成果指標（KPI）の状況
基準値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値
R05

実績値
R06

実績値
R07

実績値
R08

目標値
R08

住民福祉

令和5年度事業

分野 2-2 医療 担当課

施策の
展開方向

① 国民健康保険事業の円滑で安定的な運営 住民保険課

●国民健康保険等の被保険者が安心して医療を受けられるよう制度改革などにも的確に対応した円滑で安定的な事業運営を
行います。
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上牧町第5次総合計画（後期基本計画）評価シート

1.　PLAN（計画）

2.　DO（実施結果）/CHECK（評価）/ACTION（今後の取組方針）

戦
略

分野 2-2 医療 担当課

施策の
展開方向

② 後期高齢者医療制度の適正な運営 住民保険課

●高齢者に対する医療の確保と適切な保険給付を行うため、後期高齢者医療制度の円滑で安定的な運営に努めます。

実績値
R06

実績値
R07

実績値
R08

目標値
R08

住民福祉

令和5年度事業

成果指標（KPI）の状況
基準値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値
R05

高齢者の健康診査の受診率 -
23.0 23.7 24.1 30.0

対前年増減→ +0.7 +0.4 +1.3

25.4

対前年増減→

【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

対前年増減→

取組① 後期高齢者医療制度の運営 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　長寿医療制度（後期高齢者医療制度）の運営は、奈良県内のすべての市
町村が加入する「奈良県後期高齢者医療広域連合」が行います。広域連合
では、保険料の決定や医療給付などを行い、市町村では各種申請の受付な
どの窓口業務や保険料徴収を行います。

【実施内容・成果（R05）】
　奈良県後期高齢者医療広域連合規約（平成19年3月奈良県指令市町村第
1118号）第4条に定める事務においては、スピード感をもって事務を執り
行いました。
　後期高齢者医療と介護保険の両方の自己負担額を合算して年間の限度額
を超えた分を支給する「高額介護合算療養費等支給申請書兼自己負担額証
明書交付申請書」の事務処理などを行いました。

【事業費（決算額：R05）】
・後期高齢者医療広域連合運営事業：438,399千円

A

【今後の取組方針】
　マイナンバー法などの一部改正に伴い令和6年12
月2日をもって被保険者証が廃止になり、代わりに
資格確認書などを発行するための事務が新たに発生
する予定ですので、引き続き、広域連合と連携をと
りながら後期高齢者医療制度に関する事務を執り
行っていきます。

取組② 後期高齢者医療保険の保健事業の実施 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　後期高齢者医療制度での保健事業は、高齢者の医療の確保に関する法律
第125条及び奈良県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例
第3条の規定に基づき、被保険者の健康増進などのために実施をしていま
す。

【実施内容・成果（R05）】
　後期高齢者医療制度の被保険者を対象として、疾病を早期発見し、必要
に応じて治療を受けていただくために、広域連合からの委託により健康診
査を実施しました。
　上牧町独自としては、従来通りの個別健診、生き活き対策課と合同での
集団健診、人間ドックなどにより受診率の向上に繋げました。

【事業費（決算額：R05）】
・保健事業：12,474千円

A

【今後の取組方針】
　今後も後期高齢者医療制度へ加入される被保険者
数の増加が見込まれますので、引き続き、広域連合
と共同で健康診査を実施していきます。

年度 受診対象者 受診者数 受診率

令和３年度 3,346人 793人 23.7%

令和４年度 3,481人 838人 24.1%

令和５年度 3,738人 950人 25.4%
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【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

取組③ 後期高齢者医療制度や保健事業の広報・周知 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　後期高齢者医療制度とは、老人等医療費を中心に国民医療費が増大する
なか、国民皆保険制度を将来にわたり持続可能なものとし、高齢者世代と
現役世代の費用負担が公平で分かりやすい制度とするため、平成20年度か
ら「後期高齢者医療制度」が運用開始されました。

【実施内容・成果（R05）】
　広域連合が実施している、後期高齢者口腔健診「お口の健康診査」、後
期高齢者健康診査及び上牧町独自の人間ドックなどの案内を広報及びホー
ムページに掲載しました。
　また、住民保険課の窓口などでは、啓発物品の「健康長寿カレンダー」
「健康長寿クリアファイル」を活用して、周知を行いました。

【事業費（決算額：R05）】
　予算計上なし

A

【今後の取組方針】
　令和6年4月から後期高齢者医療制度の保険料率な
どの改正予定です。それに伴い納付通知書を送付す
る際に、見直しの背景や内容についてのリーフレッ
トを同封するなど、周知を行っていきます。
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上牧町第5次総合計画（後期基本計画）評価シート

1.　PLAN（計画）

2.　DO（実施結果）/CHECK（評価）/ACTION（今後の取組方針）

戦
略

分野 2-2 医療 担当課

施策の
展開方向

③ 不妊・不育症治療支援 健康推進課

●不妊治療は長期的に継続して取り組む必要があり経済的な負担も大きいため、不妊治療助成制度の利用促進を図ります。
●妊娠はするものの、流産、死産や新生児死亡などを繰り返して結果的に子どもを持てない不育症に対しても不育症治療助
成制度の利用促進を図ります。

実績値
R06

実績値
R07

実績値
R08

目標値
R08

住民福祉

令和5年度事業

成果指標（KPI）の状況
基準値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値
R05

不妊・不育症治療助成事業認知
度（よく知っている、名前だけ
知っている人の割合）【％】

○
53.6 50.4 43.5 100

対前年増減→ -3.2 -6.9 +6.5

50.0

対前年増減→

【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

対前年増減→

取組① 不妊・不育症治療助成制度の周知・啓発 総合戦略 基本目標.1

【取組の概要（背景・目的等）】
　不妊治療または不育治療を受けている夫婦に対して、経済的及び精神的
負担の軽減を図り、少子化対策の推進に寄与することを目的としていま
す。

【実施内容・成果（R05）】
　妊娠届出時に認知度アンケートを実施し、よく知っていると回答した人
は68名中34名で50.0%でした。令和3年度、令和4年度は減少していますが
令和5年度は増加しました。
　令和4年度から、一般不妊治療が保険適用となり、不妊治療費助成申請
件数は19件、不育治療費助成申請件数は0件であり、不妊治療費助成申請
件数は令和4年度より増加しています。一般不妊治療費助成金交付申請の
金額は70,000円の満額申請しているかたが19人中11人いました。
　9月と3月に広報へ記事を掲載し周知を図りました。また、個別に周知で
きるように近隣の産婦人科へチラシを配布しました。令和5年度からは、
就学前までの子どもがいる転入者へ配布している資料に、一般不妊・不育
症治療助成事業のチラシを同封して周知を図りました。
　平成28年度に助成を開始してから、不妊治療費助成申請者から32人、不
育症治療費助成申請者から5人の出生がありました。また、令和5年度に不
妊・不育治療助成申請者19人のうち9人が妊娠されました。

【事業費（決算額：R05）】
・不妊・不育治療助成事業：1,141千円

A

【今後の取組方針】
　申請状況は前年とほぼ同様のため、令和6年度も
同様の補助金額で実施します。今後も申請状況の変
化に応じて、事業内容について検討していきます。
また、令和5年度から5年の助成期間の撤廃及び一般
不妊治療に加え、特定不妊治療費の助成も上牧町で
実施するため、申請者数が増加することが考えられ
ます。周知する際に、変更点についてSNSや母子手
帳アプリ、広報などでも広く周知します。
　今後も広報、ホームページ、健診の場などで啓発
するほか、個別に周知できるように近隣の産婦人科
でのチラシ配布を継続します。また、就学前までの
子どもがいる転入者へ配布している資料に、一般不
妊・不育症治療助成事業のチラシの同封を継続しま
す。
　令和6年度も妊娠届出時のアンケートを継続して
実施します。妊娠届出時のアンケートでは新規のか
たがほとんどのため、継続して評価ができるように
3歳児健康診査時にもアンケートを拡大して実施し
ます。
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上牧町第5次総合計画（後期基本計画）評価シート

1.　PLAN（計画）

2.　DO（実施結果）/CHECK（評価）/ACTION（今後の取組方針）

戦
略

分野 2-3 高齢福祉 担当課

施策の
展開方向

① 地域包括ケアシステムの構築 生き活き対策課

●介護給付等対象サービスの充実を図るとともに、在宅医療・介護連携の推進、認知症施策や生活支援サービスの充実など
を目的に、地域包括ケアシステムの構築に取り組みます。
●認知症の高齢者が尊厳を持ち、地域で安心して暮らせる環境づくりを進めます。
●安心して在宅で暮らすことができるよう、生活支援サービスが包括的、継続的に提供できるような地域での体制づくりや
ネットワークづくりを推進します。
●町民自らが地域福祉の担い手であることを自覚し、地域の中で支援を必要とする人に目を配り、支え合い、助け合う地域
づくりに努めます。
●保健事業等と地域支援事業を一体的に実施し、町民の健康寿命の延伸を図ることで、介護認定者の急激な増加を招かない
ように努めます。

実績値
R06

実績値
R07

実績値
R08

目標値
R08

住民福祉

令和5年度事業

成果指標（KPI）の状況
基準値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値
R05

傾聴ボランティア登録者数
【人】

-
23 22 19 30

対前年増減→ -1 -3 -1

18

認知症サポーター登録者数
【人】

-
1,361 1,354 1,418 2,670

対前年増減→ -7 +64 +13

1,431

【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

-

取組① 医療と介護のネットワークづくりのための意見交換会の推進 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
「生き活きSNS」では、事業所登録数は106箇所と据え置きで、令和5年度
も引き続き情報提供や意見交換の場としてサイトを運用しました。

【実施内容・成果（R05）】
　西和警察署から定期的に送信される高齢者が巻き込まれやすい犯罪につ
いての啓発メールや各種研修案内などをSNS上に掲載し、事業所と情報共
有を行いました。

【事業費（決算額：R05）】
・在宅医療・介護連携推進事業：908千円

B

【課題】
　「生き活きSNS」を通して情報交換は行いました
が、各事業所のシステム環境が異なりスムーズな情
報交換ができないことが課題となっています。

【今後の取組方針】
　「生き活きSNS」については、共有すべき事項が
あれば引き続き必要に応じて投稿を行い、積極的に
活用します。
　また、今後はタブレット端末を導入し情報交換
ツールを用いた情報発信を行うための準備を行いま
す。

取組② 地域ケア会議の推進 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　ケアマネジャーが担当している事例をもとに多職種のかたから意見をい
ただき、自立支援に向けた個別ケースの支援・困難事例の解決・地域課題
の発見に向けて定期的に検討を行っています。

【実施内容・成果（R05）】
　定例的な会議を予定どおり3回開催し、合計9事例の検討を多職種のかた
と行いました。
　また、至急検討が必要な事案2事例の検討会も行い、合計5回の会議を開
催しました。

【事業費（R05）】
・地域ケア会議推進事業：44千円

A

【今後の取組方針】
　介護サービス利用者のケアプランをもとに、自立
支援に向けて医師、薬剤師、理学療法士などの多職
種で支援内容の検討・共有を行い、困難事例の解
決・地域課題の発見に向けて定期的に地域ケア会議
を開催し、戦略的に活用できるよう取り組んでいき
ます。
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上牧町第5次総合計画（後期基本計画）評価シート

1.　PLAN（計画）

2.　DO（実施結果）/CHECK（評価）/ACTION（今後の取組方針）

戦
略

分野 2-3 高齢福祉 担当課

施策の
展開方向

① 地域包括ケアシステムの構築 健康推進課

●介護給付等対象サービスの充実を図るとともに、在宅医療・介護連携の推進、認知症施策や生活支援サービスの充実など
を目的に、地域包括ケアシステムの構築に取り組みます。
●認知症の高齢者が尊厳を持ち、地域で安心して暮らせる環境づくりを進めます。
●安心して在宅で暮らすことができるよう、生活支援サービスが包括的、継続的に提供できるような地域での体制づくりや
ネットワークづくりを推進します。
●町民自らが地域福祉の担い手であることを自覚し、地域の中で支援を必要とする人に目を配り、支え合い、助け合う地域
づくりに努めます。
●保健事業等と地域支援事業を一体的に実施し、町民の健康寿命の延伸を図ることで、介護認定者の急激な増加を招かない
ように努めます。

実績値
R06

実績値
R07

実績値
R08

目標値
R08

住民福祉

令和5年度事業

成果指標（KPI）の状況
基準値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値
R05

-

-

【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

-

取組① 保健事業等と介護予防の一体化事業の実施 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　急激な高齢化を背景に、介護認定者の急激な増加を招かないよう、保健
事業などと地域支援事業を一体的に実施し、町民の健康寿命の延伸に取り
組みます。

【実施内容・成果（R05）】
　高齢者が地域で健康的な生活を送れるよう高齢者の心身の多様な課題に
対応し、きめ細かな支援を実施するために、奈良県後期高齢者医療広域連
合からの委託に基づき、高齢者の健康の保持増進のために事業を実施しま
した。
　ハイリスクアプローチでは、健康状態不明者対策として、健診未受診者
70名にはがきサイズより大きいサイズのカラーはがきで受診勧奨を促した
ところ、4名の受診につながりました。さらに健康状態不明者の絞り込み
を行い、5名のかたについて訪問で現状確認を行い、現状把握及び指導を
実施しました。また、低栄養のリスクのあるかたへリーフレットを送付
し、低栄養予防の啓発を行いました。
　ポピュレーションアプローチでは、通いの場へ17回出向いて、フレイル
予防などの健康講座を実施し、当日健康相談を希望した3名のかたに健康
相談・栄養相談を実施しました。

【事業費（決算額：R05）】
　予算計上なし

A

【今後の取組方針】
　一定の効果はありましたが、勧奨時期や内容を工
夫して、より効果的な健診未受診者対策を実施して
いく必要があります。
　令和6年度もポピュレーションアプローチ（集団
全体を対象として同じ健康管理を働きかけるアプ
ローチの手法）の場で、委託による食育SAT（体験
型食事栄養教育システム）を活用した啓発を行い、
低栄養リスクのあるかたへは栄養相談を実施しま
す。
　呼びかけによって賛同のあった通いの場へ介入
し、高齢者は低栄養になるリスクが高いので、引き
続きポピュレーションアプローチを続けていきま
す。
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上牧町第5次総合計画（後期基本計画）評価シート

1.　PLAN（計画）

2.　DO（実施結果）/CHECK（評価）/ACTION（今後の取組方針）

戦
略

取組① シルバー人材センター・シルバークラブの活動支援 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　高齢者などへの就業機会の提供による活力ある地域づくりを実現するた
め上牧町シルバー人材センターの活動支援を行います。
　シルバークラブへの活動支援により高齢者同士の交流活動や健康推進活
動を支援します。

【実施内容・成果（R05）】
○シルバー人材センター
　令和4年度と比較し会員数が6名減少となりましたが、会員増強を図るた
め、入会説明会を21回開催し、合計36名が参加されました。「草刈り」
「2000年会館の清掃・管理」「ほほ笑みサロン片岡の管理」などの事業を
委託しました。

○シルバークラブ
　事務局運営に参加し、高齢者の生きがいづくり、つながり活動の支援を
継続しました。
　新型コロナウイルス感染症が5類感染症へ移行したことにより、これま
では感染防止のため中止していた「さわやか旅行」と「カラオケ歌謡発表
会」を実施し、多くの会員が活動に参加されました。

【事業費（決算額：R05）】
・シルバー人材センター運営支援等事業：16,751千円
・シルバークラブ連合会運営支援事業：2,372千円

A

【今後の取組方針】
○シルバー人材センター
　今後も引き続き、「草刈り」などの業務委託を行
い、高齢者の就業機会の提供に努めます。

○シルバークラブ
　参加者の固定化が見られるので、支援の方法や集
いへの参加促進について、今後もシルバークラブと
協議を進めながら、高齢者同士のつながりを維持で
きるよう事務局として活動の支援を継続します。

【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

対前年増減→

22

対前年増減→ ±0 ±0 ±0

18シルバークラブ設置地区数【地
区】

-
18 18 18

320

対前年増減→ +3 -30 -6

255シルバー人材センター会員数
【人】

-
288 291 261

成果指標（KPI）の状況
基準値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値
R05

実績値
R06

実績値
R07

実績値
R08

目標値
R08

住民福祉

令和5年度事業

分野 2-3 高齢福祉 担当課

施策の
展開方向

② 高齢者の生きがいづくり 福祉課

●シルバー人材センターの支援に努めます。
●シルバークラブの多様な活動や組織づくりを支援します。
●高齢者の交流、健康づくりなどの拠点となる保健福祉センターの機能と運営の充実に努めます。
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上牧町第5次総合計画（後期基本計画）評価シート

1.　PLAN（計画）

2.　DO（実施結果）/CHECK（評価）/ACTION（今後の取組方針）

戦
略

分野 2-3 高齢福祉 担当課

施策の
展開方向

② 高齢者の生きがいづくり 生き活き対策課

●シルバー人材センターの支援に努めます。
●シルバークラブの多様な活動や組織づくりを支援します。
●高齢者の交流、健康づくりなどの拠点となる保健福祉センターの機能と運営の充実に努めます。

実績値
R06

実績値
R07

実績値
R08

目標値
R08

住民福祉

令和5年度事業

成果指標（KPI）の状況
基準値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値
R05

対前年増減→

対前年増減→

【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

対前年増減→

取組① 高齢者の引きこもり対策 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　シルバークラブ友愛活動団体が実施する地域での見守り活動・文化活
動・運動など、高齢者の「通いの場」をつくり、閉じこもり防止を行う団
体に助成を行っています。

【実施内容・成果（R05）】
　友愛活動では令和4年度から2チーム増え、合計22チームが各地域で介護
予防のための活動を行いました。令和5年度はグランドゴルフやボーリン
グ、他市町村への研修など新型コロナウイルス感染症が5類に移行したこ
とで、高齢者同士の交流の機会が増加しました。
　また、引き続き要配慮者への訪問活動も実施し、コロナ禍以前の活動を
取り戻しつつあります。

【事業費（決算額：R05）】
・シルバークラブ助成事業：1,285千円

A

【今後の取組方針】
　令和6年度も、高齢者同士のつながりや交流の場
を充実から継続的に推進できるように各種活動に協
力していきます。
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上牧町第5次総合計画（後期基本計画）評価シート

1.　PLAN（計画）

2.　DO（実施結果）/CHECK（評価）/ACTION（今後の取組方針）

戦
略

住民福祉

令和5年度事業

分野 2-3 高齢福祉 担当課

施策の
展開方向

③ 介護予防の推進 生き活き対策課

●介護認定を受ける前の段階から要支援1、2程度まで継続して「介護予防・日常生活支援総合事業」を実施し、生活機能低
下の予防に努めます。
●住民参加型の「健康上牧21計画」による事業を推進します。

成果指標（KPI）の状況
基準値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値
R05

実績値
R06

実績値
R07

実績値
R08

目標値
R08

地域体操教室数【教室】 -
13 13 16 15 16

対前年増減→ ±0 +3 -1

脳の健康教室参加延べ人数（年
間）【人】

-
301 463 529 634 800

対前年増減→ +162 +66 +105

ハッピーライフ教室参加延べ人
数（年間）【人】

-
260

対前年増減→ -5 +3 +24

237 232 235 259

【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

要介護認定率【％】 -
20.7

対前年増減→ +0.8 +0.6 +0.8

17.2 18.0 18.6 19.4

取組② 地域体操教室の拡充 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　地域体操教室については、体操を通じて健康寿命を延伸することを目的
に地域体操を実施しました。
　ハッピーライフ教室については、1クール全8回の運動習慣を身につける
ための教室を合計3クール実施しました。

【実施内容・成果（R05）】
　地域体操教室については、養成講座を修了した指導者が中心となって、
前年より1か所少ない、全15か所の公民館などで週1回ストレッチなどを行
いました。年度当初は16か所で教室を開催していましたが、年度途中で受
講者の減少や指導者の確保が困難などの理由から1か所減となりました。
11教室ついては、令和4年度同様住民主体の自主運営で開催しました。
　また、地域体操教室の指導者に対し、指導力の向上を目的として先進的
に介護予防に取り組んでいる京都府亀岡市で外部研修を実施しました。
　ハッピーライフ教室については、開眼片足立ち、5ｍ歩行、握力を教室
開始時と修了時にそれぞれ測定を行ったところ、ほとんどのかたが教室開
始時に測定した少なくとも、いずれかの項目で数値を維持・向上してお
り、参加者の基礎体力・筋力が上昇傾向にあるものと考えられます。

【事業費（決算額：R05）】
・地域体操教室事業：1,072千円
・運動習慣教室事業：886千円

A

【今後の取組方針】
　地域体操教室については、新たに1教室が住民主
体の自主運営となる予定です。安定した教室運営や
参加者の確保ができるよう必要に応じて広報などで
周知を行います。
　ハッピーライフ教室については、1クール全8回の
教室を合計2クールの実施となりますが、令和5年度
よりも募集人数を増やしたうえで開催します。

取組① 予防教室の継続／予防教室への参加呼びかけ 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　認知症予防及び認知症の進行をゆるやかにするために、楽習（簡単な読
み書き・計算）を行う半年間全24回の教室を実施しました。

【実施内容・成果（R05）】
　楽習に加え、体操・認知症予防レクリエーションを織り交ぜ様々な視点
から認知症・介護予防を啓発しました。教室の実施にあたっては参加者の
サポートをしていただくボランティアとして、令和4年度より1名増の17名
のかたに協力いただきました。サポーターの評価では当初は学習状態や会
話、笑顔の項目で三段階評価（△〇◎）で〇を選択されていたかたが、最
終の教室では全員が◎で修了されており、24回の教室を通して認知症予防
に良い影響を与えられていると考えられます。
　また、教室に参加されたかたからは、「次回の教室にも参加したい」と
いった多くのお声もいただきました。

【事業費（決算額：R05）】
・脳の健康教室事業：840千円

A

【今後の取組方針】
　令和6年度については、引き続き認知症予防及び
認知症の進行をゆるやかにするために、楽習（簡単
な読み書き・計算）を行う3か月間全12回の教室を
開催予定です。
　令和5年度同様、ボランティアからの協力を得な
がら、様々な視点から認知症・介護予防の啓発がで
きる予防教室の運営に取り組んでいきます。
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上牧町第5次総合計画（後期基本計画）評価シート

1.　PLAN（計画）

2.　DO（実施結果）/CHECK（評価）/ACTION（今後の取組方針）

戦
略

分野 2-3 高齢福祉 担当課

施策の
展開方向

④ 高齢者の生活支援 生き活き対策課

●適切な要介護（要支援）認定に努めるとともに、ケアプラン点検や介護事業所への指導強化により、介護給付費の適正化
を図り、介護保険制度の安定的な運営に努めます。
●介護が必要な状態になった場合、自らの意思でサービスを選択し、尊厳をもって生活を送ることができるよう、介護保険
外サービスの充実もあわせて図ります。

実績値
R06

実績値
R07

実績値
R08

目標値
R08

住民福祉

令和5年度事業

成果指標（KPI）の状況
基準値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値
R05

生活支援サポーター登録者数
【人】

-
23 23 30 30

対前年増減→ ±0 +7 +4

34

-
対前年増減→

【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

-
対前年増減→

取組① 安定した介護保険制度の運営 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　介護給付の適正化を図ることにより、利用者に対する適切な介護サービ
スを確保するとともに、不適切な給付が削除されることは、介護保険制度
の信頼感を高めるとともに、介護給付費や介護保険料の増大を抑制するこ
とを通じて、持続可能な介護保険制度の構築を目指しています。

【実施内容・成果（R05）】
　介護給付費の適正化を図るため、要介護認定調査の確認や、ケアプラン
の点検、事業所への指導を行いました。要介護認定調査については、認定
調査の統一性と質の向上を図るため、8月に認定調査員研修を実施し、加
えて、各事業所にe-ラーニング教材の利用を促しました。認定調査1,000
件、全件点検も行いました。ケアプラン点検については、3事業所に対し
て20件の点検を行いました。
　また、各事業所が2か月～6か月に1回行う運営会議などに職員が1名ない
し2名参加し、事業所の状況を確認し必要に応じて指導を行いました。

【事業費（決算額：R05）】
・要介護認定調査事業：11,216千円

A

【今後の取組方針】
　介護給付の適正化を図るため、引き続き要介護認
定調査の確認や、ケアプランの点検、事業所への指
導を行っていきます。適切なサービスの確保と、そ
の結果としての費用の効率化を図り、介護保険制度
への信頼を高め、安定した介護保険制度の運営に努
めます。

取組② 介護保険外サービスの充実 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　利用登録されている利用者の要望に応じて買い物代行やゴミ出し、簡単
な草引きなどの支援を行いました。

【実施内容・成果（R05）】
　生活支援サポーターは25人の利用者に対して延べ231件の困りごと（草
刈り、買い物代行、家具の組み立てなど）に対応しました。利用者にとっ
て生活支援サポーターの訪問が人と触れ合う貴重な機会になっているかた
もおり、双方の生きがいづくりにもつながっています。
　また、小地域ネットワークや介護予防サロンなどの事業や会議に参加
し、活動者や利用者への聞き取りを行い、生活支援ニーズの発掘を行いま
した。

【事業費（決算額：R05）】
・生活支援体制整備事業：1,440千円

A

【今後の取組方針】
　高齢者が安心して在宅生活を継続するために、生
活支援サポーターの利用者が今後増加すると想定さ
れるので、必要に応じてサポーターの養成講座を開
催するとともに活動支援を継続して行っていきま
す。
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上牧町第5次総合計画（後期基本計画）評価シート

1.　PLAN（計画）

2.　DO（実施結果）/CHECK（評価）/ACTION（今後の取組方針）

戦
略

取組② プレパパママ教室の開催 総合戦略 基本目標.1

【取組の概要（背景・目的等）】
　妊娠届出時にプレパパママ教室への参加の勧奨を行います。

【実施内容・成果（R05）】
　・プレパパママ教室（月1回開催、年12回）
〈参加者〉
　令和5年度実績は、実人数37名（妊婦20名、夫16名、実母1名）
　　　　　　 　　延べ人数65名（妊婦39名、夫25名、実母1名）
　経年実績：50名（H30）、47名（R元）、77名（R2）、
           72名(R3）、64名（R4）、65名（R5）

　教室参加割合においては、出産病院で産前教室が再開されたことや経産
婦のかたがいたため、29.4%でした。

【事業費（決算額：R05）】
・プレパパママ教室事業：52千円

A

【今後の取組方針】
　今後も継続してアンケートを実施し、プレパパマ
マ教室の満足度やニーズを把握し、視覚教材などの
媒体を使用することで、より満足度の高い教室を目
指していきたいと思います。
　妊娠届出時の面談にて教室の勧奨を行うととも
に、ホームページ及び子育てモバイルでの周知を図
ります。広報では参加者の感想を掲載します。
　プレパパママ教室を月1回開催します。
　A日程：妊婦体験や沐浴体験、家事育児の見える
化ワークなど
　B日程：分娩の話、栄養士のお話など
　C日程：産後の話、育児体験、母乳育児など

取組① 出会い・結婚応援事業の実施 総合戦略 基本目標.1

【取組の概要（背景・目的等）】
　上牧町で結婚を希望される独身のかたを対象に出会いの場や情報を提供
します。

【実施内容・成果（R05）】
①婚活イベントの開催（2回開催、参加者：男22名・女19名）
　結婚を希望する男女に出会いの場として参加体験型の婚活イベントを開
催しました。イベント参加者にはフォローアップを行い、カップル成立の
有無は関係なく希望者に対し、サポーターが相談に乗り、希望者には結婚
希望登録制度への登録を勧め、継続した支援を行いました。
②個別相談会の開催（12回、定員各4組）
　結婚を希望する男女及びその親族に対して個別の相談会を毎月1回開催
しました。
　これらのサポーターの活動により、令和5年度は2組が成婚となりまし
た。

【事業費（決算額：R05）】
・出会い・結婚・子育て応援事業：735千円

A

【今後の取組方針】
　今後も引き続き、非営利活動法人かんまきマリッ
ジサポート赤い糸として活動するマリッジサポー
ターとともに、結婚を希望する男女に対してそれぞ
れにあった結婚につなげる支援を進めていきます。

【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

母子健康手帳アプリ登録数
【人】

-
130

対前年増減→ +21 +19 -58

86 107 126 68

赤ちゃん訪問実施率【％】 ○
100

対前年増減→ -3.7 +1.0 +4.7

98.0 94.3 95.3 100.0

30.0

対前年増減→ -10.4 +6.9 +1.4

プレパパママ教室参加割合
【％】

○
31.5 21.1 28.0 29.4

15

対前年増減→ +1 +2 +2

出会い結婚応援事業による成婚
者数（累計）【組】

○
4 5 7 9

成果指標（KPI）の状況
基準値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値
R05

実績値
R06

実績値
R07

実績値
R08

目標値
R08

住民福祉

令和5年度事業

分野 2-4 子育て支援 担当課

施策の
展開方向

① 結婚・出産・子育ての希望を叶えるための支援 こども未来課

●結婚希望者が結婚できる支援体制を整備し、安心して子どもを産み育てることができるよう、結婚・出産・子育てまでの
切れ目のない支援サービスの充実を図ります。
●出産や子育てにおける不安・悩み・ストレスを抱える親の精神的負担を軽減・解消できるような環境づくりとコミュケー
ションの充実に努めます。
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【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

取組⑤ 母子健康手帳発行時の助産師等による面接 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　来庁者の重複を避け、子育て支援センター職員が確実に面談を行えるよ
うに妊娠届出を予約制で実施します。

【実施内容・成果（R05）】
　子育て世代包括支援センターが妊娠届出時に全件面接を行うことができ
ました。妊娠届出件数68件で、外国語の母子健康手帳の交付が2件ありま
した。
　実母が妊娠届を提出したかたが1件ありましたが、後日、妊婦と電話面
談を行いました。20分～30分程度かけて、心身の状態や家族状況、支援者
の有無など聞き取りを行っています。その結果、支援が必要と判断した妊
婦は要支援とし、地区担当保健師と情報共有を行い切れ目のない継続した
支援を行っています。
　また、妊娠届出時に地区担当保健師を紹介をしていますが、不在時はプ
レパパママ教室などで会う機会があれば紹介し、顔の見える関係を作って
います。

【事業費（決算額：R05）】
・母子健康手帳発行にかかる事業：126千円

A

【今後の取組方針】
　今後も妊娠届出の予約制を継続して実施します。
　多胎の妊娠届出時は双胎に特化した「ふたご手
帳」も一緒に配布し、情報提供を行います。
　外国人の妊婦が届出に来られた場合、日本語の親
子健康手帳（母子健康手帳）、もしくは母国語併記
の母子健康手帳のどちらかを選択してもらいます。
　妊娠期からの切れ目のない細やかな支援に向け
て、地区担当の保健師と連携し、継続した訪問・電
話などの支援を行います。

取組④ 子育て支援情報の発信 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　赤ちゃん訪問時や上牧町ホームページ、チラシなどにより「かんまき子
育て応援アプリ」の紹介を行い、登録者の増加に努めます。

【実施内容・成果（R05）】
　従来の「母子手帳アプリ」から「子育て応援アプリ」へリニューアル
し、子育てガイドブックの電子化や病院検索など、機能拡充を行いまし
た。
　子育てに関する情報配信として、上牧町内の子育て情報やイベント、奈
良県の取組、児童虐待啓発、医療や健康に関することなど、令和5年度は
合計28回の配信を行いました。
　プレパパママ教室や乳幼児相談などや登録児のアレルギー情報管理など
を常時掲載しました。
　また、予防接種や健診の案内を事前に通知することによりアプリ登録者
が子育てに必要な情報を事前に知り、予定を立てて子育てができるよう支
援を行いました。

【事業費（決算額：R05）】
・子育てモバイルシステム情報配信サービス事業：222千円

A

【今後の取組方針】
　今後も引き続き子育てに関する情報や上牧町の子
育てに関する取組や検診・予防接種などの案内を行
い、アプリを介して子育て支援を進めていきます。
　離乳食情報・アレルギー情報・教室や相談の常時
掲載・医療機関検索など、以前の母子手帳アプリに
なかった機能を活用し、各案内や冊子の電子化を行
います。
　また、リニューアルした「かんまき子育て応援ア
プリ」の登録者数を増やすために、チラシやSNSを
使用しながら幅広く周知を行います。

取組③ 子育て世代への訪問型個別支援の拡充 総合戦略 基本目標.1

【取組の概要（背景・目的等）】
　おおむね生後3か月までの乳児のいるすべての家庭を訪問し、様々な不
安や悩みを聞き、子育て支援に関する情報提供などを行い、養育環境など
の把握や助言を行います。

【実施内容・成果（R05）】
　令和5年度は、109件（延べ118件）赤ちゃん訪問を実施しました。実施
率100％でした。
　また、訪問後も支援が必要な家庭は、地区担当保健師へ支援をつなぐと
ともに、母子保健事業会議で情報共有を図りました。

【事業費（決算額：R05）】
・赤ちゃん訪問事業：435千円

A

【今後の取組方針】
　出産後は全戸赤ちゃん訪問を実施し、新生児の発
育などの確認や育児など全般に指導・助言をし、子
育てに関する情報提供を引き続き行います。
　また、アンケートにて事業満足度を評価します。

2/2



上牧町第5次総合計画（後期基本計画）評価シート

1.　PLAN（計画）

2.　DO（実施結果）/CHECK（評価）/ACTION（今後の取組方針）

戦
略

取組③ 預かり保育事業の実施 総合戦略 基本目標.1

【取組の概要（背景・目的等）】
　上牧幼稚園において、幼児の健全な発達を図るとともに、保護者の子育
ての支援をすることを目的に預かり保育を実施しています。

【実施内容・成果（R05）】
　令和5年度においては、新型コロナウイルスが第5類になったことから、
利用率は増加傾向にあると思われますが、令和5年度における入園児数が
例年と比較して少なくなっているため、実績値は少なくなっています。

【事業費（決算額：R05）】
・一時預かり事業：983千円

A

【今後の取組方針】
　今後も担当保育士、園長と連携しながら、利用希
望者全員を受け入れる体制を維持していきます。

取組② 幼稚園教諭や保育士等の専門性の充実を図る研修参加への支援 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　私立保育所では受入が難しい加配の必要な児童の受入を、可能な限り公
立である第1保育所にて行っている背景があり、積極的な研修への参加に
より保育の専門性の充実を図ります。

【実施内容・成果（R05）】
　令和5年度においては、奈良県の実施する『保育士等キャリアアップ研
修』をはじめ、様々な研修に参加し、公立幼稚園との人事交流を通じて、
さらなる専門性の充実を図りました。

【事業費（決算額：R05）】
・職員研修事業：135千円

A

【今後の取組方針】
　今後も研修に関する情報については、公立保育所
に限らず、町内保育施設へ情報共有し、積極的に研
修へ参加できる環境を整えます。
　認定こども園開設に向けて幼保で連携し、今後も
取組を進めていきます。

取組① 保護者が育児相談をしやすい環境づくり 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　第1保育所において、保護者が保育士に育児相談などをしやすい体制の
さらなる拡充を図ります。

【実施内容・成果（R05）】
　令和4年度から実施している保育所ICT化事業において、保育所に設置し
ている通信端末（パソコン1台、タブレット8台）を増台し、保護者からの
育児相談などに応える体制の拡充を図りました。

【事業費（決算額：R05）】
・保育所等ICT化推進事業：1,277千円（ランニングコストを含む）

A

【今後の取組方針】
　ICT機器の扱いに不慣れな職員も多いですが、機
器やアプリの使用に係る事務負担が一部の職員に偏
らないよう、園内においても情報共有しながら事業
を進めていく必要があると考えます。
　今後もこども未来課をはじめ、各関係機関と連携
しながら、保護者の悩みや不安の解消に努めます。

【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

対前年増減→

対前年増減→

1,100

対前年増減→ +91 +219 -162

945預かり保育の延べ利用者数（年
間）【人】

○
797 888 1,107

成果指標（KPI）の状況
基準値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値
R05

実績値
R06

実績値
R07

実績値
R08

目標値
R08

住民福祉

令和5年度事業

分野 2-4 子育て支援 担当課

施策の
展開方向

② 保育サービスの充実 こども未来課

●乳幼児保育事業・障がい児保育事業の充実に努めます。
●保護者の育児相談の充実に努めます。
●保護者などが急用や疾病時においても、安心して子どもを預けられる環境の充実に努めます。
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上牧町第5次総合計画（後期基本計画）評価シート

1.　PLAN（計画）

2.　DO（実施結果）/CHECK（評価）/ACTION（今後の取組方針）

戦
略

取組② 包括的な相談体制及び支援体制の充実 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　近年地域のつながりが希薄になり、地域ぐるみで子育てを支え、子ども
が安心して生活できる環境づくりが必要となっています。

【実施内容・成果（R05）】
　児童虐待の相談対応件数は増加しており、要保護児童対策地域協議会で
の進行管理ケースも増えました。子ども家庭総合支援拠点を中心として所
属先や関係機関及び児童相談所との連携を強化しケースに対応しました。
　また、児童虐待は誰にでも起こりうる問題として、早期発見や防止策と
して相談や支援に積極的に取り組みました。

【事業費（決算額：R05）】
・要保護児童対策地域協議会関係事業：40千円

A

【今後の取組方針】
　虐待の早期発見とその家庭への支援が重要です。
　子どもの安心・安全を確保するため、各関係機関
との連携を強化し、虐待の早期発見と防止に努めま
す。
　また、支援が必要な家庭への相談支援体制の充実
を目指し、迅速かつ適切な対応を今後も行っていき
ます。

取組① 情報交換拠点の充実 総合戦略 基本目標.1

【取組の概要（背景・目的等）】
　つどいの広場は乳幼児及び保護者が相互に交流を行う場を提供し、子育
てについての相談・情報の提供・助言その他の支援を行い、子どもの健や
かな育ちを推進することを目的としています。

【実施内容・成果（R05）】
　2000年会館にて「おひさま広場」「サロンぽけっと」など、ラスパ西大
和内ささゆりルームで「サロンぽけっと」などを実施しました。「おひさ
ま広場」は子育て中の孤立感の軽減や社会参加のきっかけ作りとなる場
で、誕生日会などの企画開催などや親子遊びを行いました。「サロンぽ
けっと」はゆっくりと寛げるサロンを用意しています。それぞれの特徴を
活かし、同年代で遊ぶ経験や、その時期の子育ての悩みを共感し合えた
り、また、自宅とは違う環境であらゆる年代がおもちゃを囲んで一緒に楽
しく過ごせたりと、心にゆとりを持ってもらう場を提供できました。

【事業費（決算額：R05）】
・つどいの広場事業：4,540千円

A

【今後の取組方針】
　共働き世帯が増え、保育所入所によりサロンなど
の参加が減少しています。時代に合わせた切れ目な
い支援を考慮し、閉ざされた空間で孤立して育児を
することのないよう、身近で気軽に参加できるつど
いの広場の開催を引き続き継続していく必要があり
ます。
　少子化や核家族化の進行、ネット情報の普及な
ど、子育てをめぐる環境が大きく変化する中、乳幼
児をもつ親と子どもが実際声を交わして気軽に集
い、交流を図ることで、子育ての負担感や不安感を
軽減し、子どもの健やかな育ちを推進していきま
す。

【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

対前年増減→

対前年増減→

80.0

対前年増減→ +92.7 +3.3 -2.9

93.1情報交換拠点（つどいの広場・
おひさま広場）の利用者満足度
【％】

○
- 92.7 96.0

成果指標（KPI）の状況
基準値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値
R05

実績値
R06

実績値
R07

実績値
R08

目標値
R08

住民福祉

令和5年度事業

分野 2-4 子育て支援 担当課

施策の
展開方向

③ 子育て環境の充実 こども未来課

●子育てに関する情報交換拠点の整備や未就園児の交流機会の拡充、地域住民同士で助け合いながら子育てする体制を構築
するなど、町全体はもちろん、地域ぐるみでの子育て支援の推進を図り、安心して妊娠・出産・子育てができる環境の整備
を図ります。
●子どもや子育てに関する相談窓口に多様な専門職を配置することで、柔軟かつ幅広い相談に対応します。
●要保護児童対策地域協議会をはじめとする関係機関と連携し、要保護児童の早期発見や適切な保護、ヤングケアラーへの
支援など、子どもを守るための支援の充実を図ります。
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上牧町第5次総合計画（後期基本計画）評価シート

1.　PLAN（計画）

2.　DO（実施結果）/CHECK（評価）/ACTION（今後の取組方針）

戦
略

取組① 地域生活支援事業等の充実 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　障がい者などの地域生活を支援するため、障害者総合支援法に基づく地
域生活支援事業の充実を図ります。

【実施内容・成果（R05）】
・障害理解促進啓発事業として住民講座の開催（西和7町）
　参加：59人（令和4年度：44人）
  内容：「精神障害ってなんだろう」講座・当事者の体験談
・自発的活動支援事業として当事者会立ち上げのための講座の開催（西和
7町）
　参加：27名（令和4年度：32人）
　発足している西和7町精神障害者の当事者会への支援については、活動
　場所の提供などの支援を継続しました。
・手話通訳者窓口設置事業
　延利用人数：135人（令和4年度：113人）
　活動場所の提供など、ろう者が集うサロン活動への支援を継続しまし
た。
・地域活動支援センターの利用促進について、西和7町計画相談連絡会に
　おいて計画相談員への周知を行いました。
・重度身体障害者訪問入浴サービス事業の開始
　申請者：1人（実績なし）
・福祉タクシー券助成事業の開始
　利用実人数：347人　協力タクシー事業者数：20社

【事業費（決算額：R05）】
・障害理解促進啓発事業：20千円
・自発的活動支援事業：26千円
・手話通訳者窓口設置事業：269千円
・重度身体障害者訪問入浴サービス事業：0千円（予算：1,311千円）
・福祉タクシー券助成事業：2,325千円

A

【今後の取組方針】
　障害理解促進住民講座については西和7町共同実
施を継続しつつ、上牧町単独での障害理解促進啓発
事業の実施に向けて計画します。
　西和7町精神障害者の当事者会やろう者が集うサ
ロン活動への活動場所の提供などの支援を継続しま
す。
　地域活動支援センターを周知し引きこもりのかた
などが利用につながるよう取組を進めます。

【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

対前年増減→

40

対前年増減→ +3 +7 +9

26福祉施設から一般就労への移行
者数（累計）【人】

-
7 10 17

15

対前年増減→ -4 +2 +1

11地域活動支援センター利用登録
者数（年間）【人】

-
12 8 10

成果指標（KPI）の状況
基準値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値
R05

実績値
R06

実績値
R07

実績値
R08

目標値
R08

住民福祉

令和5年度事業

分野 2-5 障がい者（児）福祉 担当課

施策の
展開方向

① 共生社会の実現に向けた障がい福祉の充実と障がい者の自立支援 福祉課

●障がい者に関わるあらゆる障壁を取り除き、障がい者が自主的に生活し、社会活動へ参加できるよう支援します。
●障がい者の自立と主体性の確立を目指し、その能力が十分に発揮できるよう施策展開に努めます。
●利用者のニーズや障がいの特性や程度に応じて、適切なサービスが公平に提供できるように支援の充実を図ります。

1/2



【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

取組③ 障がい福祉サービスによる支援体制の確保 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
 当事者の意向に沿った相談支援に努めながら障害者総合支援法に基づく
障害福祉サービス提供体制の充実を図ります。

【実施内容・成果（R05）】
〇障がい者福祉サービス支給決定者数（令和5年度末時点）は、244人（前
年比102％）となりました。

〇障がい者福祉サービスの実利用者数（R5.3月～R6.2月）
・訪問系サービス　95人（前年比95％）
・日中活動系サービス　213人（前年比105％）
・施設入所サービス　22人（前年比105％）
・グループホーム　28人（前年比112％）
・計画相談支援　171人（前年比94％）

〇障がい児福祉サービス支給決定者数（令和5年度末時点）は、134人（前
年比117％）となりました。

〇障がい児福祉サービスの実利用者（R5.3月～R6.2月）
・児童発達支援（未就学児童の通所）49人（前年比126％）
・放課後等デイサービス（就学児童の通所）93人（前年比106％）

〇西和7町共同で委託している相談支援事業者との協働のもと、地域の計
画相談員との連携強化を図るための西和7町計画相談連絡会を立ち上げ、
計3回の連絡会を開催しました。
　また、町内介護保険サービス事業者による新たな計画相談支援事業所の
開設に関し、指定申請や事業実施に向けた助言などの支援を行いました。
（令和6年度に開設予定）

【事業費（決算額：R05）】
・障害者自立支援給付事業：543,252千円
・障害児施設給付事業：153,864千円

A

【今後の取り組み】
　令和5年度発足させた地域の計画相談員との連携
強化を図るため連絡会の開催を継続し、参加する地
域の計画相談員の増加を目指し、地域の相談支援体
制の強化に取り組みます。
　障害者総合支援法に係るサービスの案内パンフ
レットを刷新します。

取組② 障害者総合支援事業の実施 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　障害者総合支援法に基づく市町村障がい福祉計画の成果目標の達成に向
けて取組を推進します。

【実施内容・成果（R05）】
　第6期障がい福祉計画検証委員会で現行計画の進捗状況の報告を行い、
策定委員から意見聴取を行いました。

◎第6期障がい福祉計画に掲げる成果目標に係る主な成果
・地域生活支援拠点（緊急時受入・一人暮らし体験）設置に向けて、協力
意向のある法人と令和8年度からの事業開始に向け協議を進めました。
・保健医療福祉関係者による協議の場を設置し、困難ケースに対応するた
めの事例検討会を3回開催しました。（計画値　1回以上/年）
・職員の資質向上を図るため都道府県が実施する研修に福祉課職員延べ9
人が参加しました。（計画値　6人/年）
・就労系サービス利用者9人（前年度7人）が一般就労への移行しました。
（就労継続支援A型から3人　就労継続支援B型から1人　就労移行支援から
5人）
　
　障がい者計画及び第7期障がい福祉計画を策定しました。（策定委員会
を4回開催し、策定委員会での審議、住民アンケート調査、関係団体への
ヒアリング、パブリックコメントを実施しました。）

【事業費（決算額：R05）】
・第6期障がい福祉計画検証事業：18千円
・障がい者計画及び第7期障がい福祉計画関係事業：4,718千円

A

【今後の取組方針】
　児童発達支援センター広域設置に向けた協議を進
めていきます。
　医療的ケア児支援のための関係機関が集う協議の
場の設置に向けた取組を進めます。
　地域生活支援拠点の早期設置に向けた取組を進め
ます。
　保健医療福祉関係者による協議の場を継続し、地
域移行促進に向けた取組を進めます。
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上牧町第5次総合計画（後期基本計画）評価シート

1.　PLAN（計画）

2.　DO（実施結果）/CHECK（評価）/ACTION（今後の取組方針）

戦
略

取組② 障がい者虐待防止の啓発 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　障がい者虐待防止に向けて、住民や事業所、関係機関への周知啓発活動
を推進します。

【実施内容・成果（R05）】
　上牧町における障がい者虐待の認定は0件でしたが、他市町村が所管し
た障がいサービス事業所における虐待事案の合同調査に参画し、奈良県障
害福祉課とも連携して対応しました。事業所に対して虐待防止に向けた取
組について指導啓発を行いました。
　障害者週間期間中に、町立図書館にて障がい者虐待に係る書籍やチラシ
などの展示コーナーを設置し啓発しました。

【事業費（決算額：R05）】
　予算計上なし

A

【今後の取組方針】
　障害者週間に町立図書館における展示コーナー設
置の取組を継続するとともに、障がい者虐待に関す
るパンフレットを作成し、窓口での設置や広報紙な
どでの周知を行い啓発強化に努めます。
　障がい福祉サービス事業所における障害者虐待防
止への取組について西和7町広域連携で協議し啓発
手法を検討します。

取組① 奈良県障害者虐待防止・権利擁護研修への参加 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　研修などに参加し職員のスキルアップを図りながら、障がい者虐待への
対応能力の向上や権利擁護を推進します。

【実施内容・成果（R05）】
　「令和5年度奈良県障害者虐待防止・権利擁護研修」に職員2名が参加
し、障がい者虐待に関する知識や対応手法などを学び、課内で共有しまし
た。
研修日時：令和6年1月22日　10：00～16：00
場所：奈良県産業会館
内容：「障害者虐待防止法 と 大橋製作所事件について」
　　　「『われわれに求められるのは まさに人権感覚 ～フル・インク
ルージョンをめざして～」

　権利擁護を推進させる取組として、障がい福祉の関係団体で構成する西
和7町障害者等支援協議会のイベントの中で、認定NPO法人　DPI日本会議
の副議長を講師に招き、障害者差別解消法と共生社会の実現をテーマとし
た講演会を地域住民向けに実施しました。
（会場：安堵町 参加者：123人　令和4年度：81人）

【事業費（決算額：R05）】
・地域自立支援協議会運営支援事業：46千円

A

【今後の取組方針】
　令和6年度奈良県障害者虐待防止・権利擁護研修
へ参加し、警察や児童相談所などの関係機関との連
携を強化しながら、障害者虐待の未然防止及び虐待
が発生した際の早期発見、迅速な対応ができるよう
課員の理解促進と対応スキルの向上を図ります。

【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

対前年増減→

対前年増減→

60

対前年増減→ ±0 ±0 ±0

-西和7町障害者等支援協議会人権
施策部会当事者向け勉強会の参
加者数（年間）【人】

-
- - -

成果指標（KPI）の状況
基準値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値
R05

実績値
R06

実績値
R07

実績値
R08

目標値
R08

住民福祉

令和5年度事業

分野 2-5 障がい者（児）福祉 担当課

施策の
展開方向

② 障がい者虐待の防止と権利擁護の推進 福祉課

●障がい者の権利擁護に係る法令を遵守し、障がい者の保護と自立の支援、養護者に対する支援を実施します。
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【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

取組③ 西和7町障害者等支援協議会人権施策部会当事者向け勉強会の開催 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　当事者に向けた権利擁護に関する啓発を行い権利擁護の一層の推進を図
ります。

【実施内容・成果（R05）】
　西和7町障害者等支援協議会人権施策部会当事者向け勉強会は、近年、
新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中止としていた経緯があり、
代替の取組として、人権施策部会が中心となって西和7町合理的配慮の事
例集作成に係る取組を行っています。令和5年度においても、計3回の会議
を開催し、事例集の完成に向けて加筆・修正など協議を行いました。

【事業費（決算額：R05）】
・地域自立支援協議会運営支援事業：46千円

A

【今後の取組方針】
　合理的配慮に関する県条例をテーマとして人権施
策部会当事者向け勉強会を開催します。
　合理的配慮事例集の完成を目指し、西和7町内の
事業所に配付しながら、障害理解促進啓発に係る取
組を強化します。
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上牧町第5次総合計画（後期基本計画）評価シート

1.　PLAN（計画）

2.　DO（実施結果）/CHECK（評価）/ACTION（今後の取組方針）

戦
略

取組② 地域の見守り体制の強化 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　社会福祉法に基づく市町村地域福祉計画の取組を推進し、誰一人取り残
さない地域社会の実現に向け、地域の見守り体制を強化します。

【実施内容・成果（R05）】
　地域の課題について地域の活動者が集まり協議する「気になる会議」に
ついて、令和4年度に引き続き米山台地区にて6月、9月、12月、3月に計4
回の開催につなげました。会議当日は自治会や老人会、民生委員・児童委
員、小地域ネットワーク、社会福祉協議会、福祉課から関係者が集まり、
高齢化が進む地域の課題について活発に意見が交わされました。
　包括的な相談支援体制を強化していくため、福祉課、こども未来課、生
き活き対策課、社会福祉協議会の事務担当者が集まり、「庁内連絡会議」
を12月と3月に2回開催し、各課で抱える困難事例や複数の課題を重複して
抱える事例などについて情報共有と今後の支援に対する協議を行いまし
た。
　上牧町地域見守りネットワーク事業登録事業所数は、令和4年度から1団
体増加し12団体となりました。
　8月に開催した上牧町地域福祉計画及び地域福祉活動計画の検証委員会
にて、計画の実施状況について報告し、計画の推進に向けて意見交換を行
いました。

【事業費（決算額：R05）】
・上牧町地域福祉計画及び地域福祉活動計画検証事業：18千円

A

【今後の取組方針】
　「気になる会議」の開催地区拡充に向けて、社会
福祉協議会との協働を継続し、興味を持っていただ
いた自治会に対しての事業説明を行っていきます。
　庁内連絡会議の定期的な開催により、包括的な相
談支援体制の強化に努め、また、支援の輪を広げて
いくために外部の相談機関の参画についても検討し
ます。
　見守りネットワーク事業の拡大に向けて、新聞
社、配達業者などの訪問事業所やスーパー、コンビ
ニなどの地域住民が頻繁に利用される事業所を中心
に新規事業所登録を募ります。

取組① 小地域ネットワーク活動への支援 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　地域福祉の理念のもと住民の社会的孤立を防ぐため、社会福祉協議会と
協働し小地域ネットワーク活動支援の充実を図ります。

【実施内容・成果（R05）】
　小地域ネットワーク活動をしている地区数は、令和4年度と変わらず15
地区です。活動内容としては、月1回開催のネットワーク連絡会にて各地
区の活動報告や情報共有の実施、また、各地区のネットワークによる季節
の行事などのイベントを開催し、地域内の多世代交流に努めました。

【事業費（決算額：R05）】
　予算計上なし

A

【今後の取組方針】
　24自治会区への小地域ネットワーク活動の拡大が
目標であるため、新たな活動者の募集、特に若い世
代の活動参画や活動地区の拡大が課題であると考え
られることから、若い世代への周知・啓発として、
町SNSなどを活用して各地区の活動紹介や事業概要
の説明を行います。

【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

対前年増減→

対前年増減→

23

対前年増減→ ±0 ±0 +1

12上牧町地域見守りネットワーク
事業登録事業所数【事業所】

-
11 11 11

成果指標（KPI）の状況
基準値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値
R05

実績値
R06

実績値
R07

実績値
R08

目標値
R08

住民福祉

令和5年度事業

分野 2-6 地域福祉 担当課

施策の
展開方向

① 住み慣れた地域で安心して暮らせる仕組みづくり 福祉課

●自治会等の小地域を基盤として、地域の中で援護が必要な方々の生活を見守り、支え合う社会づくりを図るため、町民、
民生委員・児童委員、社会福祉協議会、福祉施設、NPO※2法人等が連携できる環境づくりを支援します。
●孤独死・孤立死の防止をはじめ、あらゆる世代が安全に安心して暮らすことのできる環境を整えるため、地域と連携し、
見守り体制の強化を図ります。
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上牧町第5次総合計画（後期基本計画）評価シート

1.　PLAN（計画）

2.　DO（実施結果）/CHECK（評価）/ACTION（今後の取組方針）

戦
略

分野 2-7 男女共同参画 担当課

施策の
展開方向

① 男女共同参画についての理解の促進 社会教育課

●男女の人権と性を尊重する教育の充実に努めます。
●あらゆる教育の場において、人と人がお互いに人権を尊重し合い、思いやりの心を育む教育環境を推進します。
●男女共同参画に関する広報、啓発を行うことにより、町民一人ひとりの意識の醸成、理解の促進を図ります。

実績値
R06

実績値
R07

実績値
R08

目標値
R08

住民福祉

令和5年度事業

成果指標（KPI）の状況
基準値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値
R05

男女共同参画に関する講座・セ
ミナー等の実施回数（年間）
【回】

-
- - - 2

対前年増減→ ±0 ±0 +1

1

対前年増減→

【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

対前年増減→

取組① 男女共同参画推進のための広報・啓発 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　性別に関わらず、仕事や家庭、地域活動などの様々な場面で活躍の機会
が確保され、お互いを尊重し合いながらともに責任を担い、意欲に応じて
あらゆる分野で活躍できるよう男女共同参画の理解促進を図ります。

【実施内容・成果（R05）】
　男女共同参画週間（6月23日から6月29日）の期間中、上牧町立図書館に
特設ブースを設け関係ポスターを掲示し、同時に男女共同参画の理念につ
いて理解を深められる図書の展示・貸出、男女共同参画に関する冊子やパ
ンフレットなどの配布により啓発活動を行いました。併せて、アンケート
を取り、意識把握に努めました。
　また、国が発行している広報啓発パンフレットや奈良県女性センター講
座のチラシをカウンターなどに常設し啓発活動に努めました。

【事業費（決算額：R05）】
　予算計上なし

A

【今後の取組方針】
　男女共同参画週間（6月23日から6月29日）の期間
中、上牧町立図書館の一角に関係ポスターの掲示や
図書の展示などを行ったと同時に初めて来場者にア
ンケート調査を実施したことで、町民の意見を知る
ことができました。
　今後も上牧町立図書館の一角を利用して啓発活動
を行い、啓発活動を行うことについてホームページ
などに掲載し、町民に図書館への来場を呼びかけま
す。ポスターの掲示や書籍の展示及び貸出を行い、
男女共同参画の理念について理解を深めるための啓
発を引き続き行います。

取組② 男性・女性双方の視点に立った教育・学習の推進 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　男女が生涯を通じて、個人の尊厳、男女平等の意識を高められるような
学びの機会を提供します。

【実施内容・成果（R05）】
  男女共同参画をテーマにした講演会「いきサポジェンダー劇場～地域や
や家庭の“あるある”から人権を考える～」を実施しました。身近なでき
ごとをもとにしたジェンダー劇などで男女共同参画についてわかりやすく
説明いただきました。普段の何気ない光景を男女共同参画の視点から見た
うえで、ジェンダーバイアス（男女の役割についての固定的な観念）をど
う解決するかを考える機会となりました。（参加者：40人）
　（家庭教育講座及び人権教育推進協議会指導者研修会と共催）
　
【事業費（決算額：R05）】
・生涯学習推進事業：15千円

A

【今後の取組方針】
　今後も引き続き、男女共同参画計画策定の前段階
として、男女平等の意識を高められるような学びの
機会を提供していきたいと考えます。
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上牧町第5次総合計画（後期基本計画）評価シート

1.　PLAN（計画）

2.　DO（実施結果）/CHECK（評価）/ACTION（今後の取組方針）

戦
略

分野 2-7 男女共同参画 担当課

施策の
展開方向

② 誰もが参画しやすく安心して暮らせる地域づくりの推進 社会教育課

●男女共同参画社会への指針となる男女共同参画計画を策定、推進します。
●男女共同参画に対する理解を深めるため、研修等への参加に努めます。
●各種審議会などまちづくりの意思決定の場への女性の参画を推進します。

実績値
R06

実績値
R07

実績値
R08

目標値
R08

住民福祉

令和5年度事業

成果指標（KPI）の状況
基準値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値
R05

審議会等への女性委員登用率
【％】

-
30.9 30.4 33.6 40.0

対前年増減→ -0.5 +3.2 -1.0

32.6

男女共同参画計画の策定進捗率
【％】

-
- - - 100

対前年増減→ ±0 ±0 ±0

-

【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

対前年増減→

取組① 男女共同参画計画の策定 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　男女の人権が尊重される社会を実現することが緊急かつ重要であること
を考慮して、男女共同参画社会の形成を総合的かつ計画的に推進するため
の計画の策定に取り組みます。

【実施内容・成果（R05）】
　男女共同参画の策定に向けて県などの研修会への積極的な参加や情報収
集を行いました。

【事業費（決算額：R05）】
　予算計上なし

B

【課題】
　策定方法について奈良県内市町村の実情を情報収
集し、奈良県が作成した町村向け男女共同参画策定
マニュアルを参考にし、策定方法を業者委託を行う
範囲も含めて検討する必要があります。

【今後の取組方針】
　計画策定時期の延期により男女共同参画計画の策
定は令和7年度以降に行うこととしています。近隣
市町の資料を集めるなど、計画策定に向けての準備
を進めていきます。

取組② 男女共同参画に関する研修等への参加 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　男女共同参画の基本理念を改めて学ぶとともに、喫緊のジェンダー課題
に関する情報や取組事例、国の最新動向などについて学びます。
　また、参加者同士で情報交換を行い、実務に必要な知識とノウハウの習
得を目指します。

【実施内容・成果（R05）】
　地域における男女共同参画推進リーダー研修（オンライン）や県の行政
担当研修へ参加しました。

【事業費（決算額：R05）】
　予算計上なし

B

【課題】
　普段の何気ない光景(男だから、女だから…)を男
女共同参画の視点からどう解決するべきであるのか
を常に意識を持っていることが重要だと考えます。
そのためにも研修に参加して意識を高める必要があ
ります。

【今後の取組方針】
　令和6年度も引き続き国や県の研修に積極的に参
加します。
　また一般向けの国や県のセミナーを活用し、知識
を深めていきます。

取組③ まちづくりへの女性参画体制の構築 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　性別に関わらず、仕事や家庭、地域活動などの様々な場面で活躍の機会
が確保され、お互いを尊重し合いながらともに責任を担い、意欲に応じて
あらゆる分野で活躍できるまちを目指します。

【実施内容・成果（R05）】
　地方自治法（第202条の3）に基づく審議会などにおける女性委員の比率
は上牧町は32.6％で、県内平均は32.6％となっています。
　まちづくりへの女性参画体制の構築に向けては、まず男女共同参画の策
定を進めていくことにより構築体制を整えることとなると考えられるの
で、令和5年度は男女共同参画の策定に向けて、県などの研修会への積極
的な参加や情報収集を行いました。

【事業費（決算額：R05）】
　予算計上なし

B

【課題】
　女性委員比率の向上を図るためには、各種委員会
の委員に女性が選出され、活躍の機会が確保される
ように働きかける必要があります。

【今後の取組方針】
　まちづくりへの女性参画体制の構築に向けては、
まず男女共同参画の計画策定を進めていくことによ
り構築体制を整えることとなると考えられるので、
近隣市町の資料を集めるなど、計画策定に向けての
準備を進めていきます。
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上牧町第5次総合計画（後期基本計画）評価シート

1.　PLAN（計画）

2.　DO（実施結果）/CHECK（評価）/ACTION（今後の取組方針）

戦
略

取組① 継続的な人権意識啓発の実施 総合戦略

対前年増減→

-

【取組の概要（背景・目的等）】
　小中学校で人権啓発ポスター、標語を募集することによって児童生徒の
人権に対する意識向上を図り、人権感覚醸成に取り組みます。

【実施内容・成果（R05）】
　各小学校で人権啓発ポスターを、各中学校では標語を募集することに
よって人権問題を考える機会の創出となりました。
　（人権啓発ポスター：287点　標語：152点）
　また、人権啓発ポスターは町民に対する啓発を兼ねて7月に中央公民館
で展示を行いました。

【事業費（決算額：R05）】
・人権啓発ポスター事業：50千円

A

【今後の取組方針】
　継続して児童生徒への人権啓発に努めるために同
事業実施についても継続します。
　ただし、人権啓発ポスター・標語事業について
は、県との共同での実施事業になります。県の事業
実施が無くなる場合には代替事業の検討が必要で
す。

取組② 町民集会の開催 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　差別をなくす強調月間に差別をなくす上牧町民集会を実施し、一人ひと
りの人権意識を高めるとともに、あらゆる人権問題の正しい理解と認識を
深めるための講演会を行います。

【実施内容・成果（R05）】
　7月11日にペガサスホールで町民集会を実施。326名の参加がありまし
た。新規参加者は94名となりました。

【事業費（R05）】
・町民集会事業：259千円

A

【今後の取組方針】
　目標値を大きく上回る新規参加者数を達成しまし
た。引き続き、目標を達成していけるように、町民
集会実施日を週末に設定して、広く参加者を募る予
定です。

取組③ 町内小・中学校への人権ポスター・人権標語の作成依頼 総合戦略

-

【取組の概要（背景・目的等）】
　基本的人権の尊重を基本理念とする人づくり、町づくりを進めるため
に、人権活動、人権啓発に取り組みます。

【実施内容・成果（R05）】
　集会の開催（町民集会、ヒューマンフェスティバル）やイベント（ペガ
サスフェスタ）での啓発活動を実施しました。
　人権相談を月1回全13回行いました。
　これらの活動はHPや広報を通じて行いました。

【事業費（決算額：R05）】
・町民集会事業：259千円
・ヒューマンフェスティバル事業：75千円
・啓発活動事業：59千円

A

【今後の取組方針】
　継続していくことが重要であると考えられるた
め、今後も継続できる施策を実施します。

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

対前年増減→

50

対前年増減→ ±0 +68 +26

94差別をなくす強調月間・上牧町
民集会の新規参加者数（累計）
【人】

-
- - 68

成果指標（KPI）の状況
基準値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値
R05

実績値
R06

実績値
R07

実績値
R08

目標値
R08

住民福祉

令和5年度事業

分野 2-8 人権啓発・平和 担当課

施策の
展開方向

① 鋭い人権感覚の醸成 住民保険課

●行政、幼稚園、小・中学校、地域が連携し、積極的な人権意識の啓発を推進します。
●町民集会や指導者研修会等の学習機会を確保し、人権意識の啓発に努めます。
●広報紙、ホームページ等で人権尊重の精神を啓発していきます。
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上牧町第5次総合計画（後期基本計画）評価シート

1.　PLAN（計画）

2.　DO（実施結果）/CHECK（評価）/ACTION（今後の取組方針）

戦
略

住民福祉

令和5年度事業

分野 2-8 人権啓発・平和 担当課

施策の
展開方向

② 平和に対する意識啓発の推進 秘書人事課

●町民が平和の大切さを実感でき、平和に対する意識を高めるための啓発に努めます。

成果指標（KPI）の状況
基準値
R02

実績値
R03

実績値
R04

実績値
R05

実績値
R06

実績値
R07

実績値
R08

目標値
R08

平和祈念資料展の来場者数（年
間）【人】

-
285 184 451 535 300

対前年増減→ -101 +267 +84

対前年増減→

取組① 平和祈念資料展等の啓発事業の充実 総合戦略 -

【取組の概要（背景・目的等）】
　上牧町が掲げる「非核・平和都市宣言のまち」推進の一環として、戦争
の悲惨さを後世へと語り継ぐとともに、命の尊さを訴え、恒久平和を希求
していきます。

【実施内容・成果（R05）】
　令和5年度は、「もう…あの悲涙は流すまい ～特攻隊と知覧～」という
内容で実施しました。鹿児島県知覧と特攻隊に焦点をあて、戦争に出向く
青年たち、見送る人々、基地内の食堂の様子など、パネル30点を知覧特攻
平和会館より借用し、知覧特攻隊員の生き様を紹介しました。
　また平和祈念特別企画として、町職員がスタッフ・キャストをつとめる
朗読劇を上演しました。朗読劇は陸軍特攻基地 知覧飛行場などの資料を
もとに知覧特攻平和会館の協力を得て実施しました。一般のかたや報道な
どを対象とした上演を2回実施したほか、全校登校日の平和学習として町
内中学校の生徒を対象とした上演を1回実施し、来場者数は830人にのぼり
ました。
　イベントの周知については、報道機関による後援や広報、ポスターの掲
示、ホームページ、町公式SNSで行いました。

【事業費（決算額：R05）】
・平和祈念資料展開催事業：706千円

A

【今後の取組方針】
　令和6年度は、「もう…あの悲涙は流すまい ～大
阪大空襲～」という内容で実施します。50回にわた
る空襲に見舞われた大阪。資料パネルや実物資料な
ど約30点をピース大阪（大阪国際平和センター）よ
り借用し、戦時下の市民の暮らしや空襲の凄まじさ
を紹介します。
　8月上旬には、朗読劇の上演を予定しており、平
和学習の一環として次代を担う町内中学校の生徒を
対象に上演いたします。

【評価：A…推進できている、B…推進しているが課題がある、C…推進できていない】

実施内容・成果
（DO）

評価
（CHECK）

課題・今後の取組方針
（ACTION）

対前年増減→

1/1


	2-1①_医療機関との連携強化_健康推進課（R05）
	2-1②_「健康上牧21計画」の推進_健康推進課（R05）
	2-1③_マンパワーの確保と人材発掘・育成_健康推進課（R05）
	2-1④_保健事業の充実_健康推進課（R05）
	2-1⑤_保健予防活動の充実_住民保険課（R05）
	2-2①_国民健康保険事業の円滑で安定的な運営_住民保険課（R05）
	2-2②_後期高齢者医療制度の適正な運営_住民保険課（R05）
	2-2③_不妊・不育症治療支援_健康推進課（R05）
	2-3①_地域包括ケアシステムの構築_生き活き対策課（R05）
	2-3①_地域包括ケアシステムの構築_健康推進課（R05）
	2-3②_高齢者の生きがいづくり_福祉課（R05）
	2-3②_高齢者の生きがいづくり_生き活き対策課（R05）
	2-3③_介護予防の推進_生き活き対策課（R05）
	2-3④_高齢者の生活支援_生き活き対策課（R05）
	2-4①_結婚・出産・子育ての希望を叶えるための支援_こども未来課（R05）
	2-4②_保育サービスの充実_こども未来課（R05）
	2-4③_子育て環境の充実_こども未来課（R05）
	2-5①_共生社会の実現に向けた障がい福祉の充実と障がい者の自立支援_福祉課（R05）
	2-5②_障がい者虐待の防止と権利擁護の推進_福祉課（R05）
	2-6①_住み慣れた地域で安心して暮らせる仕組みづくり_福祉課（R05）
	2-7①_男女共同参画についての理解の促進_社会教育課（R05）
	2-7②_誰もが参画しやすく安心して暮らせる地域づくりの推進_社会教育課（R05）
	2-8①_鋭い人権感覚の醸成_住民保険課（R04）
	2-8②_平和に対する意識啓発の推進_秘書人事課（R05）

